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新
中
学
校
開
校
検
討
委
員
会
地
域

部
会
で
は
、
富
士
川
中
学
校
開
校
後

の
通
学
方
法
に
つ
い
て
、
検
討
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。

　
「
自
転
車
通
学
を
導
入
希
望
」、「
自

転
車
通
学
は
危
険
」、「
全
員
バ
ス
通

学
」な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ
る

な
か
で
、
３
月
18
日
に
開
催
さ
れ
た

第
９
回
新
中
学
校
開
校
検
討
委
員
会

に
お
い
て
、通
学
方
法
に
関
し
て
は
、

徒
歩
通
学
と
バ
ス
通
学
と
し
、
生
徒

の
居
住
地
域
に
よ
り
、
区
分
け
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

▼
増
穂
地
区

・
平
林
区

　

バ
ス
通
学　

現
状
と
同
様
に
ス

ク
ー
ル
バ
ス
を
利
用

・
穂
積
区

　

バ
ス
通
学　

現
状
と
同
様
に
デ
マ

ン
ド
バ
ス
定
時
定
路
線

・
そ
の
他
の
区

　

徒
歩
通
学

【
理
由
】

　

令
和
４
年
11
月
に
決
定
し
た
「
新

た
な
中
学
校
の
方
針
」の
中
で
、設
置

場
所
を
増
穂
中
学
校
敷
地
内
に
し
た

理
由
と
し
て
、「
通
学
手
段
に
つ
い
て

は
、現
状
か
ら
変
更
が
な
い
こ
と
」と

し
て
い
る
た
め
、
増
穂
地
区
は
、
現

状
と
同
じ
通
学
方
法
と
し
た
。

▼
鰍
沢
地
区

・
鰍
沢
南
区

　

バ
ス
通
学　

新
規
路
線
、
ス
ク
ー

ル
バ
ス
を
利
用

・
中
部
区
、
五
開
区

　

バ
ス
通
学　

現
状
と
同
様
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
を
利
用

・
そ
の
他
の
区

　

徒
歩
通
学

【
理
由
】

　

検
討
の
基
本
と
し
て
、
富
士
川
中

学
校
に
徒
歩
で
通
学
す
る
場
合
、
鰍

沢
、
増
穂
両
中
学
校
の
生
徒
が
公
平

と
な
る
よ
う
留
意
を
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
両
地
区
の
最
長
距
離

を
増
穂
地
区
で
最
も
遠
い
、
小
林
区

竹
重
を
基
準
と
し
た
。
そ
の
距
離
約

2
・
2
㎞
を
鰍
沢
地
区
に
置
き
換
え

る
と
、
鰍
沢
地
区
で
は
、
中
田
１
号

線
辺
り
が
現
増
穂
中
学
校
か
ら
約

2
・
2
㎞
に
当
た
る
こ
と
や
、
ち
ょ

う
ど
鰍
沢
中
区
と
鰍
沢
南
区
の
境
に

な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
中
田
１
号

線
を
徒
歩
通
学
と
バ
ス
通
学
の
境
と

し
た
。

※
開
校
後
、
交
通
制
度
の
変
更
、
新

た
な
危
険
個
所
な
ど
、
環
境
の
変
化

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
生
徒
か
ら
の
意

見
を
参
考
に
、
学
校
運
営
の
中
で
そ

の
時
の
環
境
に
一
番
適
し
た
通
学
方

法
を
検
討
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
教
育
総
務
課　

中
学
校
統
合
準
備
室
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通
学
方
法
が決定

し
ま
し
た
！
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